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授業力開発プログラム
現職 M1 千葉 絵里香

配属校では、主に４年生と特別支援学級に関わらせてい
ただきました。この実習を通して、担任ではない俯瞰的な
視点での授業実践や、授業参観を行うことができました。
受け入れてくださる配属校の先生方とのコミュニケーショ
ンを大切にし、授業づくりや復興教育、生徒指導など今の
自分にできることは何かを考えながら、今後の実習に臨ん
でいきたいと思います。

授業力開発プログラム
学卒 M1 高橋 舞

４月から毎週木曜日に連携協力校での実習を行っていま
す。先生方の授業をたくさん拝見し、子どもたちの学びを
じっくり見とることで、自分自身がどのように授業づくり
を行っていけばよいのか、子どもの反応と併せて考えるこ
とができました。そして、子どもの疑問・気付き・考え・
経験などを十分に授業の中に盛り込むことで、子どもたち
の学びがより深まっていくのだということに気づきました。

授業力開発プログラム
学卒 M２ 川島 真子

私は、自らの目標として
「子どもの考えをつなぐ」、
「子どもの思考の流れに沿っ
た（発問等の）タイミング」
を意識して授業力開発実習を
行い、多くの成果や課題を得
ました。
授業構想や授業後の振り返

りでは、現職院生や教授の先
生に加え、連携協力校の先生
方からもご助言を頂けること
が、とても力になっていると
感じています。

学校マネジメントプログラム  
 現職 M２ 髙橋 恵子

私は「算数科における主体的な学びを促す授業づくりの研究」とい
うテーマで研究を進め、６月に授業実践を行いました。その実践とこ
れまで大学院で学んできた理論とを往還させながら、研究を進めてい
ます。中間発表会では多くのご指導・ご意見を頂き、さらに教育現場
に還元できる研究となるよう研鑽を積んでいきたいと思います。

授業力開発プログラム
学卒 M２ 中村 偉織

私は「特別支援学校の作業学習における補助具の効果」というテー
マを設定しました。自身の実践力を高めたいという思いで教育実践研
究に取り組んでいます。実践を自己完結させるのではなく、多くの人
に知っていただき、貴重な意見をもらうことで、今後の教育実践研究
をさらに深めていきたいと思います。

「共に学び考える」
教育学研究科長 柴垣 登

 

本学教職大学院では、高い専門性と実践
力を身に付けた高度専門職業人としての教
員を養成するため、専攻共通科目を中心と
する学修カリキュラムのほか、「専門実
習」、「教育実践リフレクション」、「教
育実践研究」をカリキュラムに位置づけ、
教育現場の課題解決に資する実践的な
フィールドでの教育・研究を行っています。
このような多様な学びができることが教

職大学院の大きな特色ですが、最も大きな
特色は、現職院生、学卒院生の垣根を越え
て「共に学び考える」ことができる環境が
あることです。院生一人一人が自らの専門
性を高めるために「自分自身」でしっかり
学ぶことを基盤に、院生同士が「共に学び
考える」ことを通して、全体としての専門
性と実践力を高めていくことが可能なので
す。近年の多様化、複雑化する教育課題に
学校がチームで対応することが求められて
います。そのための学びが教職大学院には
あります。
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授業力開発プログラム
現職 M２ 橋本 淳史

指導主事研修への参加、総
合教育センター、県教育委員
会事務局、盛岡教育事務所に
おける教育行政業務について
学修機会をいただきました。
子ども達や学校現場に寄り

添うことを中心とし、国や県
の施策（新）の推進と、地域
や学校への最適なアプローチ
（真）を問い続け、全ての人
のWell-beingを見据えた教育
行政を推進する一端を、体験
を通し学びを深めることがで
きました。

前期専門実習を終えて

中間発表会に向けて

中間発表会に向けて

授業力開発実習を通しての気づき
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●小野靖子・鈴木久米男・佐藤進（2024）「いわての
復興教育」の再考－人材育成及び防災の『警鐘・継承』
をめざして－
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